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学 内 規 程
富山大学入学試験管理委員会規程
富 山 大学入学試験管理委員会規程を評議会の議 を経て次
第 22 号
のように制定する。
昭和36年9月8日
（名 称）
富山大学長 梅 原 真 隆
第i条 本委員会 （以下「本会」という。）は富山大学入
学試験管 理委員会という。
（目 的）
第2条 本会は入学試験を管 理する。
（構 成）
第3条 本会は次の各号に掲げる委員をもって構成する。
学 長
一 各学部長
一 各学部から選出された教授 各2 名
四 学生部長
（圧 命）
第4条 前条第3 号の委員は学部長の推薦に基づき守長が
命ずる。
（任 期〉
第5条 委員の任期は当該年度の入学試験実施に必要な期
聞とする。
（専門委員）
第6条 本会に入学試験を実施するため次の専門委員をお
く。
三lニ ／ 略四 ｜
五／
2 専門委員の任命、 任期は第4条ならびに第5条を準用
する。
（専門員委会）
第 7条 本会に専門委員会をおく。
2 専門委員会は試験問題に関する事項を審議する。
3 専門委員会は第6条第1 号の委員ならびに学生部長を
もって構成する。
（議 事）
第8条 本会は学長がこれを招集し その議長となる。
学長が事故あるときは学長の指名する委員がこれに代わ
る。
2 専門委員会は学 生部長がこれ を 招集し その 議長とな
る。
第9条 本会は委員の3分u:, 2以上が出席しなければ議事
を開くことができない。
2 議事は出席者の過半数をもって決する。可否同数のと
きは議長がこれを決する。
3 前項の規定は専門委員会の議事に準用する。
第10条 本会に幹事 2名をおく。幹事は学生課長および厚
生課長をもってあてる。
附 則
この規定は昭和36年1 0月1日 から実施する。
学
富山大学一般教育審議会規程
富山大学一般教育審議会規程を評議会の議を経て次のよ
うに制定する。
昭和36年9月8日
（名 称）
富山大学長 梅 原 真 隆
第 1条 本審議会 （以下「本会」という。〉は富山大学ー
般教育審議会という。
（目 的）
第2条 本会は学長の諮問に応じ一般教育の改善に関する
事項を審議する。
（構 成）
第3条 本会は次の各号に掲げる委員をもって構成する。
学 長
二 各学部長
三 各学部から選出された教授 各2 名
第4条 議長は必要に応じ委員以外の職員を出席させるこ
とができる。
（任 期）
第5条 第3条第3号の委員の任期は2カ年とする。ただ
し、補欠の委員の任期は前任者の任期の残余期間とする
（議 事）
第6条 本会は学長がこれを招集し その議長となる。
2 学長が事故あるときは学長の指名する委員がこれに代
わる。
第7条 本会は委員の3分の2 以上が出席しなげれば議事
を開くことができない。
2 議事は出席者の過半数をもって決する。可否同数のと
きは議長がこれを決する。
第8条 本会の事務は学生部で、処 理する。
附 則
この規程は昭和36年10月1 から実施する。
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昭和36年1 2月1�日報
教育学部規程の一部改正
富山大学教育学部規程の一部を評議会の議を経て次の
ように改正する。
昭和36年9月22日
富山大学長 隆
第1 条を次のように改める3
（専攻教科）
第 1条 中等教育科の専攻教科は、 （1) 国語
(3）数学 (4）理科 (5）音楽 (6）美術
育 (8) 家庭 (9）技術 (10）英語 とする。
2 初等教育科の専攻教科は、（1) 国語「2）社会 （3）数
学 ( 4）理科 (5）音楽 (6）図画工作 (7)保健体育
(8）家庭 (9） 教育学 (10）教育心理学 とする。ただ
し 、 第 二初等教育科は教育学、教育心理学を除く。
真．
(2）社会
(7）保健体
原梅
別表を次のように改める。
可一寸寸一UJI川一川一官川一古川詰7777777777丁一生一翌朝
一 一 一 巨
川
どでちょ時
一 4き止選
一計－u
初等教育科の学生は音楽、 図画工作、体育 3教科に
ついて基本科目各 2単位を受講しなければならなし、。
2 第 二中等教育科および第二初等教育科の各教科の取
得単位の規定については必要に応じて別に定める。
教職科目 （教科専攻）
備考
表
科目別
学科別
匁IJ
第 一中等 ！ 第 一初等学目科：｜ 雨rJ 情廿 単開位設 必 ｜選必 ！ 必 ｜選必一 一一一一 一
4 教 育原理 4 4 ! 
4 教 育 心 理 4 4 
日本教 育 史 4 
西洋 教 育 史 4 
教 育 哲 学 2 
教育 社 会 学 4 
教 育課程 2 
生活指導（進路） 2 6 
学 習 指 導 4 
教 育 行 政 2 
児童心理 学 4 一
青年 心理学 4 
幼児心理 学 4 
学 校 保 健 2 
社 会 教 育 2 
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教 育実 習4 4 4 
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計 ｜
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。 教科教育法および教材研究は教職科目の表に示す。
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家庭工作
×家庭 看護学問演 習
育 児家庭看護実 習
家庭看護
戸凶
弓与
理
物
理
理
×調
調
調
食
工木家庭工作
金
×衣料学
][ 衣料学 前且衣料学衣料学
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3 被服学実験
百皿被 服学被 服学
内学科 目2 
被服構成学実験
被服構成学
11 1 2 2 4 ×被服工作衣服実習
2 
2 
21 2 
円
4 
2 
2 
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素
×被服工作 ][ 
][ 
塑 I
×被服工作
描
彫
工 業 在
材料化学・同実習
4 I 4 4 
2 材料化学実験
｜デザイン（平面）｜ 1 
×家政学 概論
家 庭 管 理
家 庭 経済 材料化学各論家庭管理
家族関係
×住
法
戸叫す与居
民
家族関係
住居学
住居学演習
4 i 4 4 工 業力 学業工2 戸主－＜，-T-園 芸 2一 2一 2
一一1111
工業熱力学2 2 2 ×育児学
学構機2 ][ 育 児学
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動力機械・生産機械2 幼 児心理学児育
一一一空也l�C仁！�i_J_法一法械 一 械機一機 41 4 
21 2 
機械工学実験 1 21 I I 21 2 
習一
論
演
一概
械 一
気
機一電
電気工学実 習
電 気磁 気 学
電 気 回 路
2 2 
4 41 4 
2 21 2 
21 2 
21 2 
工 業l通 信 機 器 2 2 ？ 
一一一一2一2一 2一2
熱一
械一
験一
習
霊一
一
実一
演
約
一
機
一学
一学
一 力一 気一 一一
－一
学
学一
何
一幾数一一 析代 一 解 3 3 
2 2 
4 
2 
21 学 一
E
理一
日
物
一 論
般日一端
一
論一
論一
論
実一
1
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一寺
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一学一
学一
学
僻一物一物一物
作一作一作一作 3 3 
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4 
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園 ゴ主= 戸ふらすニ・ 41 21 2 
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習
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論
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実一
1
． 一同 一品
験一
・一
学
実 一
学一E
培
－産一E
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2 21 I I 2 
畜産学 各論I 4 4 
農
論 一 学
一期
営一
一
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を
一
章一 実
産一一
学
旨 － E r
－産
宣一
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学
農 業 実 習
農業機械実習
土壌肥料学
農産製造 学
食 品 化 学
農芸化学実験 ・
実 習
農 業地理 学
生物学総論
植 物 学 I
2 
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2 。教科教育法は教職科目の表に示す。
2 教科名 英 三豆ロロ
学科目 容｜同内4 英語音声学 4 
2 2 英一英一英
学語英
査開 史一
法
一女文
作
4 
5 
4 
2 2 
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戸4寸ー教育学特別講義戸主らてf-文英
幼児心理学史学文米 第二二号4 ニ�I斗ゴι
児童心理学
5 
5 
英米文学講読I
。
][ 百血// 英文学
究研材教5 皿。
特設科目｜ ！ ｜ ｜ 一一 －1－－－－：�寸
2 道徳教育の研究
2 
5 英米文 学演習
計 46 
教育，心理学
i内 容 iー 第一初 等
教科名
����flゴト�I三戸l=f：｜てl了［U I I J 
英米文学特別講義1 2 
言語学 ｜ 言語 学概論 1 2 I I 2 J 
特設科目 ｜ I- J I I 
I I 28 i 8 ! 
O教科教育法は教職科目の表に示す。
6 計
学科目
両ゐ予
学科目
育
等教育；； 1313二
容
教
内
教科名
日本教 育 史
学習心理学西洋教 育 史
2 社会心理学
学級心理学
グJレープタイナ
ミ ッ ク ス
理 治 療1l..' 
臨床心理学
一一一一
戸ムら
てF
教 育社会学
哲育教
政行育教
12 規法育教
初等教育課程
2 精 神衛生
精神薄弱児の，む理
教
教育方法概説
2 4 導指習学
2 価評育導一育教覚聴視 指活生 2 計
1D 史
心理学測定
統
学
育
理
教
����Hl=l  教育心理学実験I
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第22号 学
教育心理学実験E 4 「保健」免許状取得学科課程
教 育.（；－理学演習 4 2 取 得単位冶，＂＂＇も 開設単位
教 育 史 4 
学習指導 4 体育生理 学 2 体及 育生理実学演験習教育社会学 4 2 
教 育実 習 4 4 生理 学 人体 生理 学 2 
教 材 研究 17 16 体育 解 剖 学 2 
道徳教育の 研究 4 2 体 育解剖学演習
講教育，b理学特義
別 4 4 細菌及び免疫学 2 細菌学 6 
特設科目｜ 生物学 実 験 2 14 
育16 発 台寸地一 2 
計 栄養学I Il 97 46 4 栄実養及び食品学験 4 栄養学 食品 学I Il ID 6 
下記免許取得 のための開講単位 食品 化 学 2 
調理 科学 3 
容 l宣言｜備考科
職 業 指導職業指導原理｜ 護救急処置及び看学
精（実習神2を検含む蚕） 4 家習庭 看護学同演職業指導の技術 衛生学
生民族衛政生及び衛策
12 
職 業 面接相談の技術 4 
指導管職業指導の運営理 職管業指導の運営理 4 運動衛生学
職 業情報 2 食品衛 生
｜職分業分
析と自析己 健康教育概論 2 
学 校 保健 保瞳評由実習｜2 学校保健学校保健管理 2 6 保健
衛 生 学 運動衛生学 2 保健評価実習 2 
教育実 習｜幼 稚園実習 2 計 32 
保育育楽 2 
幼稚園 保育図工 2 「職業」「農業」「工業」「商業」の免許状取得学科
保育 内容研究 課程保育体育
技 市苛 農村イ情考保育ダンス ｜単開設位iJ l必修職業学 科目特殊教育概論 2 異常児 教育 図学・製図 4 精神薄弱児指導法 2 
養護 木工・金工 12 6 6 6 教育実 習精薄児教育実習 2 学 校 工 業 89 12 12 18 
異常児の病理 精薄児 の病理 2 
最 業 59 �I 4 と保健 指導 精薄児の保健指導 2 7.K 産 2 2 
計 商 業 18 ，ι 、 18 
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第一 一 号
海外出張者が自費で海外渡航をする場合、この資金の一
部を文部省共済組合貸付金 から借用できないものかと申込
まれた最近の事例に鑑み、本省管理局福利課では、このほ
ど各支部担当者に次のとおり通知してきた。
文部省共済組合貸付規程第 4 条第 2項第5号の「その他
本部長が必要と認めた場合」の規定の運用により、貸付資
金状況緩和されるまで当分の間下記のとおり運用する。
記
旅費、滞在費が支給されない場合に限る。
2.貸付眼度額は20万円。
3. 返済期間は40ヶ月とする。
4.貸付資金は支部の手持資金により賄うものとする。
5.連帯保証人に関しては文部省共済組合貸付規程第10
条および第11条を準用るす。
報
概
指
業
業職
40 
附則の次に 次の附則を加える
附 則 （昭和36年9月22日改正）
この規程（改正）は昭和36年9月22日から実施し、昭和
35年度入学生から適用する。ただし、昭和34年度以前の入
学生は改正前の規定による。
共済組合関係通知
海外出張における特別貸付
40 34 210 
計
現 官 職 同一�つ－·� 動 ーオ 容 「「i�玉工
一 一 ·－·1子長一正五一｜一議前有限強商販 制ア石原肩す － T36�7. 20 I 富山大学経営I l 任期は昭和37年3 月 31 日 までとする ｜ ｜短期大学部
百五－� ！ 助手（文記戸扇子τ I 36. s. 1 I 富山大 学
事亙；�王国－�「雨量瓦函�－－·－·－ 一寸
ーっ－「－；；－－
J塾長亙畳1-.. ！奥 村 行 夫！
。 ｜ 中 田 昭 陣 ｜（文理学 部） ｜ ｜ 
つJ二一一� ［玉沢 健 二1 // I ij I 
ij ｜城 石 孝 昌 ｜〈附属図書舘） I I ｜ 印 南 博 士 l 講師（経済学部）に採 用する I 同｜任期は昭和36年9月30日までとする ｜郵 政 技 官 ｜ ｜ 一一一一一一一 I 北陸電波管理局 ｜ 小 田 貞 失 ｜ 講師（工学部）に併任する ｜ ｜ 
監 視 部 長 ｜ ｜ 任期は昭和36年10月10日までとする ｜ ｜ 
弘 品 部宇 l 高 森 乙 松 ｜ 教授に昇任問 1 36. s. 16 I 文
; ) i酒 井 康 彦l // I グ ｜ ｜ 進 野 宮 子 i 事務補佐員（工学部）に採用する J 36. s. 21 1 富山大 学｜ 任期は昭和37年3月31日までとする I I 
i薬学部長に併任する
任期は昭和38年3月31日までとする
評議員に併任する
任期は昭和38年3月3 1日までとする
。
省部
ィP
// 
dア
// 
// 
。
動異事人
ー
省部文8. 24 36. 横田嘉右衛門授部）件崎寸一
教
（薬
学一大一山一富
一
lili－－
11Illi－
－ 111111111
TIll』’il
E lit－－li－
－』
// 
イ7
ィア
g, 
イ7
。
イ？
－ nhunベUili－－ 巌 ｜ 助手（文理学部）に採用する
｜ 和36年度文部省内地研究員を命ずる
作 什Eし昭和37年2月 28 日 迄東京都立商科短期
｜大学において商業英語を研究するものとする
いIi'和36年度文部省内地研究員を命ずる
失川Eし昭和37年2月28日迄京都大学においてL経主笠主曹究 するものとする
l昭和36年度文部省内地研究員を命ずる
郎 ｜ 但し昭和37年�2月28日まで東京大学において｜ ドイツ文学を研究するものとする
｜昭和36年度文部省内地研究員を命ずる雄 ｜但し昭和37年2月28日まで東京教育大学において
｜ 体育学を研究するものとする。
謹
暢
芳
井
井
沢（文 理 学 部）
// 
- 13ー
// 国昼
学第22号
I I 文
｜ 富 山 大 学
｜富山大学経営短期 大 学 部
9. 1s j 文 部 省
9. 22 I 富山大 学
省部
。
// 
36. 雄重瀬高教 授（文理 学 部）
一沢
事
江
一 技
炊
一 金
講
文理学部長に併任する
任期は昭和38年8月初日までとする
評議員に併任する
任期は昭和38年2月3 0日までとする
すの水女子官 立 花 大 郎 ｜ 顎vi高君告壁
I ｜ 講師（富山犬学経営短期大学部）に採用する松 村清 次郎 任期は昭和36年9月3 0日までとする
寺教 育 学 部ヂ ｜ 佐々 木龍作 1 ：最古書���！�14日までとする｜ ｜ 附属図書舘長に併任する
。 ｜ 山 本 健 麿 ｜ 任期は昭和38年9月15日までとする
務 員 ｜ I 
学 部） ｜ 中 島 澄 子 ｜ 復職した
能 I I増 岡 愛 子｜辞職を承認する
大 J 同竺三竺j 講師（文理学部）の併任を解除する
9 
dク
// 
申
りである。
契 約 昭和36年6月3 0 日
竣工予定 。37年3月3 0日
請負者 大成建設株式会社新潟支店
工事の名称および建物の坪数
9 
幸民J情よ〉、r::t 総
ンクリート造2 階建
建坪151,0 8坪 延坪282,559坪
自然科学教室 鉄筋コンクリート造4階主主（一部3階建〉
建坪118.325坪 延坪423,014坪
向上付帯電気工事
請負者
契約年月日
竣工予定
向上付帯給排水瓦斯工事
請負者 北陸設備工業株式会社
契約年月日 昭和36年9月 9日
竣 工予定 。37年3月15日
工事進捗状況
イ、人文科学教室、現在基礎工事を完了し1 0月下旬噴
宮山大学文理
学部教室、 実
験室 新営工事
および富山大
学文理学部講
義棟其他模様
替工事
人文科学教室
鉄筋コンクり
｛ト造4階建
建坪261,565 
坪
延坪1. 0 51,6
76坪
人文科学合併
教室、鉄筋コ
学生部長と附属図書館長の更送
大島文雄学生部長は9月14日、中沖太七郎附属図書館長
は9月15日、をもって任期満了となるので、9月15日開催
の評議会、および協議会の結果、学生部長には教育学部佐
々木竜作教授、また附属図書館長には同じく教育学部山本
健麿教授の両者が選ばれ、学生部長は9月15日、附属図書
館長は9月16日から それ そ、れ発令になった。
給与実施状況監査
本学 の給与実施の状況についての本 省 の監査 は9月
21、22日の両日本省大臣官房人事課給与班の木村茂雄係長
大野俊一、後藤一雄の3 事務官によって行 なわれた。
2日目に行なわれた講評において多少の注意事項と報告
事項が あったが何れも手続上の遺漏過誤であって、総じて
講評は上々で、あった。
·�－�：：·：，：；...：：，� －�＇）
（増築自然科学教室向って左方は既設部分）
竹下電気株式会社
昭和36年 8月26目
。37年3月15日
池田、 深井両助教授の学位取得
経済学部の池田直視助教授はかねて九州大学に「労働者
の経営参加の基本問題」なる論文を提出し、高田源清教授
主査のもとに審査を受けていたが、9月28日同学 法学部教
授会を通過し、法学博土の学位を授げられること』なった。
まずこ教育学部深井三郎助教授は「飛騨山脈と その山麓の
地形発達史」なる学位論文を東北大学理学部に提出審査を
受けていたが、9月25日同学部の教授会を通過した旨の通
知あり、理学博士の称号を得ることLなった。
文理学部校舎新営ならびに自然
7月18日起工式を行って始められた五福地区集中計画の
一環である文理学部の新築ならびに同自然科学教室の増築
工事は、著々と進行 中であるが、その工事の概要は次のとお
科学教室増築工事
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一 治
一 信
一 与一
一 徹一 隆一 一二
一川
一 回一 木 一
一 頭 一 新 一藤一一容究
一 法
一 論
一
間研一一
耕
一
一 保 の
一 憲一 工
一
一一 清剤一
ろ
つ 般 一科
一
一
一 一教
一
。 i // 
1婦 負 郡｜呉羽中 学,7 
学// // 
第二一一号
文部省共済 組 合
ことしの大会は三重大学と鳥羽商船が当番校となり津市
の同大学農学部を主たる会場として8月3.4の 両日行なわ
れた。本学は全種目に選手を送ったが、排球、庭球は予選
で、卓球は決勝ト｛ナメント1回戦で、野球は準決勝戦で
そして、ソフトポー1レは緒戦で夫々敗れた。
決勝戦における戦績は次のとおりである。
東海北陸地区体育大会
勝
愛知学芸大学
名古屋大 学
金
レクリエーシヨン便り
少且．
寸」
除以
守二
大
大
優
沢
沢
金
準勝
件ら
てf-
愛知学芸大学学
名 古屋大 学
大
大
阜
重
優
岐球
E求
球
E求排
卓
までに 2階床までコンクリ｛ト打ちを終わり11月末
までにコンクリート打ちを終わる予定
ロ、人文科学合併教室、現在1 階コンクリート打ち準
備をほば完了し、10月下旬頃までには2階コンクリ
ート打ちを完了の予定
／＼自然科学教室、現在3階床までにコンクリート打
ちを終わり、11月上旬までには屋上までコンクリー
ト打ちを完了の予定
なお上記の建物は夫々年内には一応コンクリ戸ト打
ちおよび外部窓廻りの飲込完了の予定
木造建物も遂次進行し、年内には約70%を完了する
見込
人文科学教室……使用内容
1階・…・・管理部門関係
2階…・・・講義室および学生控室関係
3階……研究室および演習室
4階・…・・研究室および演習室関係
人文科学合併教室
1階……中講義室……2 (194名計388名収容）
2階……大講義室……1 (392名収容）
自然科学教室
1階……実験室関係
2階……学生実験室および測定室
3階…・・学生実験室標本室
4階……学生実験室関係 少主，，づニa大阜｜岐愛知学芸大 学ソフトポーノレ
富山地区野球大会
この大会は8月29日と 9月1日の両日本学五福グラウン
ド、で、行なわれた。本学チ｛ムはホ｛ムグラウンドの 心安さ
もあって、善戦昨年に引き続いて優勝した。戦績は次のと
おηであるO
昭和36年度秋季定時制認定講習
今秋の定時制認定講習は次のとおり実施された。
1.期 間 10月28～11月19日
2 .講習課程 一般教育科目
教科専門科目
教職専門科目
養護専門科目
2科目
3 // 
6 // 
務// 
益同HHa’ヰ寸
安
糧
件以，寸ニ・
3. 講習日程及び会場
竺一� �. 講ー 師 名 ｜ 期 日｜会 場一般教育｜社会 学 ｜ 石瀬秀 治 ｜初日��t! l;w塁井E
教科専門｜職業指導｜高野兼吉｜ 。 ｜ 
教職専門［普徳教育完 ｜ 林 三雄！ 。 I 
1需画教禁i手塚義三郎｜ グ ｜ 
（教育原理 ｜ 酒井康彦i // ｜費ョ日
養護専門｜霊護教諭暴｜溝上茂夫1 // I 
教科専門！生理 学 ｜山淵利文I1i＼�.19� I草和沖寝
教職専門｜教育 心理｜泉 敏郎i // I 
｜喜楽教芸 ｜ 小沢慎一郎i // I 
ィ7
。
。
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。
務
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幸長J情部点主47与
優勝戦経過
全国音楽教 育研究会
第 8回のこの大会は 9月16.17.JS日の3日間富山で行な
われた。この大会は文部省、富山県、及び富山 市の教育委
員会それに本学の主催で行なわれたものであって、本学の
音学教室がその中心をなしている。これは幼稚園から有等
学校までの全国の音楽教育の 代表 者が集って、研究の発表
分科会における討議など現在当面している音楽教育の諸問
題を研究討議するものであり、今回の 研究テ｛マは「より
美しい音楽によろこびを持つ学習」となっている。
なおこの大会は高崎 市を皮切りとして、大阪、旭川、高
知、山形、岐阜、福岡の順で回を重ね、今回の富山 市とな
ったものである。会場には富山市公会堂ほか堀川｜小学校や
堀川中学校が当てられ盛会のうちに終わっている。
部学育教
計
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ソフトポール大会は 8月30日南部中学校グラウンドで行
なわれた。参加機関15、チー ム数19であり、地区共同事業
ではこの種目の競技は一番盛んである。グラウンドをニつ
の会場に分けて試合を進めたが日没となり、決勝戦は翌日
に持ち越された。本学からは 2チ戸ム出場したがそのうち
Bチームが優勝した。
部学済経計7 戸内U内ペリFhU4l 4 3 2 
国際経済学会第20回大会
国努経済学会 第20回大会がこの10 月 4. 5 の 2日間経済
学部で、行なわれた。 新制大学でこの会が催されたのは、こ
れが初めてであるということである。司会、報告、討論す
る者の他著名な経済学者が多数来会し、本学で催された学
会中特筆すべきものの一つであらう。
7 
1'\ 
8 
この大会は 9 月25日本学五福コ戸 トで、聞かれた。参加者
。
3 。2 
Jレ
2 
。
。
3 
ポ
。
レ
。
。
日本国療経済学会 第20回大会が1 0月4. 5両日にわたり、
経済学部において開催され、1番教室、 2番教室および3
番教室が研究報告会場にあてられた。そのプロゲラムは次
の通りである。
は7機関7チームであり、本学 からは1チームが参加した
計
第1日（10月4日）午前 自由論題（9. 00-1 2. 00)
第1部会座長 柴 田 裕 （富山大）
・先進国の経済成長と循環の計測的モデルについて
報告者 瀬 尾 芙巳子（関西大）
計論者 柴 山 幸 治（大阪市大）
．国際経済における均衡成長
報告者 渡 部 福太郎（学習院大〉
討論者 片 野 彦 二（神戸大）
．投資基準について
報告者 小
討論者 麻
第2部会座長 堀 江
・東欧諸国の経済協力
報告者 加
丹
男（広 島 大）
郎（小樽商大）
（早稲田大）
寛（慶 応 大）
喜（関西学大）
満四
男
山田忠
藤
羽
。
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が食糧事務所チー ムと大接 戦を演じて敗れた。
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2対1食糧事務所対富山大学優 勝 戦
報
参会者は190名に達したが、中央を離れて開かれた本学
会として極めて盛況であり、 また、報告者が15名の多くを
数えたことも学会初めの試みで、あった。学会報告の多くは
最近のアメリカ経済の相対的弱体化、したがって、ドソレの
不安に原因を置く世界経済ならびに日本経済の諸問題の解
明を意図したもので、あったが、一致した結論は出ないにし
ても十分な成果をおさめたと評価される。
本学会は経済学部創立三十五周年を記念して行なわれた
関係上（昨昭和三十五年が創立三十五周年にあたるが、準
備の都合上学会開催が本年になったものである）、学会開
催に先立つ10月3日に、電気ピ／レ五階ホ｛ノレにおいて記念
講演会が聞かれた。演題ならびに講師は次の通りである。
国際収支と日本経済
京都大学教 授
世界景気と国際通貨
一橋大学名誉教 授明治大 学 教 授
本記念講演会は富山経済同友会との共催のもとに北日本
新聞社の後援で行なわれたことを記しておく。
学会最後の日の10月 5日午後 5時半から、電気ビル5階
ホ｛／レにおいて、富山大学長、富山県知事ならびに、富山
市長の共同招待によるレセプシヨンが聞かれた。招待者
はいずれも歓迎の挨拶の中で富山の開発計画にふれて学会
との連繋を期待する旨を強調したが出席会員に大きな感銘
を与えた。レセンプジョンの終り近くなって、八尾小原保
存会による小原節の披露があったが、会員の絶賛を博し
J:::!:::I> 
晶
山
昭和36年12月15日
長討論者
・社会主義国際分業の現段階とIレーフ・1レの性格について
報告者
実（富山経短大）砂
大
必＂＂f与
宗一郎（下関商短大）
靖（山口大〉重
木
木
有
討論者 鈴
・経済競争と 市場条件
報告者 寺
第二
二号
三（大阪市大〉
七（関 西 大）
（慶応大）
鉄
昭
井本孝
杉討論者
第3部会座長
清
要
井
松
松
赤
助（関東学院大）
平（横浜国大〉
市
正
石
入
白
題
第1日
論
た。
学会終了翌日の10月6日にはこ班に分けて黒部と立山の
観光を案内した。会期中天候に恵まれなかったが、観光当
日は時に青空を見る幸運で、あった。
本学会開催に当つては大学本部を初め当地方の有力会社
の精神的、財 政的援助を受けるもの大で、あった。記して感
謝の意を表する。 （柴田 裕）
雄（名古屋大）
孝（日本輸銀）// 
。 広貫堂見 学（16.00-17.00)
第2日（10月5日）午 前 共通論題（9 .00-12.00)
座 長 名 和 統一（大阪市大）
－戦後世界社会資本主義の安定の評価について
一全般的危機 第三段階説の検討ー
報告者 内 田 穣 官（富山大〉
・日本における外国資本の役割（戦前）
報告者 相 原 光（横浜市大〉
討論者 池 本 清（桃山学院大〉
．経済成長と海運国際収支
報告者 伊 坂
討論者 武 藤
．世界貨弊と資本
報告者 柳 井 哲 男（早稲田大）
討論者 小 野 朝 男（和歌山大〉
午 后 共通 論 題（13.00 16.00) 
座 長 小 島 清（一橋大〉
世界経済と国際通貨
一戦後における実態と機構一
・ アメリカの貿易収支とドル過剰
江 猪大郎（神戸大〉
・国際（金） ドソレ為替本位制のもつ諸欠陥とトリフイン
索、ベルンスタイン案その他
報告者 北 川
村 野
さ士
両Cl>日
部 ｜
共済組合東海北陸地区体育大会（三重大学〉
定員外職員調査に対する説明会
（文部、福井、金沢、商船、学部事務長〉
6～10 定員外職員実態調査（行政監察局）
建築委員会 学部長会議
補導協議会
学校図書館司書教 諭講習会開講式
学生就職対策会議
事務協議会、小委員会
共済組合野球大会（優勝）
8月3 ～4日
l竺
22 
17 
23 
24 
8 
11 
・ドル本位制と国際通貨機構の将来
報告者 内 田 義 三（大阪市大）• Iレーフケレ問題
報告者 野々村 一 雄（一橋大〉
午 后 共通論題 合同討論会（13.00-17.00)
座 長 小 椋 広 勝（立命館大〕
名 和 統 一（大阪市大）
小 島 清（一橋大）
土 屋 六 郎（中 央大）
渡 辺 大 郎（大 阪大）
池 田 頴 昭（立 教 大〉
吉 野 昌 甫（一橋大〉
片 山 謙 二（関西学大〉
西 田 勲（専修大）
討論者
第2日
29 
-17-
第 22 号 ........ 寸』
30 全国公務員富山地区ソフ ト ポ ー 1レ大会（優勝）
9 8 評議会、 協議会
1 1  事務協議会
15 学生部長、 図書館長、更迭
16 全国音楽教育研究大会 台風18号夕刻通過
21～22 文部省給与監査
29 日本学術会議
｜ 文 理 学 部 1
7 19 文理学部新築起工式 （於五福）
8 9 学部補導委員 会
9 2 後期授業開始
6 学部教授会
13 職業補導委員会
22 文理省給与現地監査
27 学部教授会
人事教授会
｜ 教 育 学 部 ）
7 28～8 . 30 氷見市中波海岸において必修体育の学生お
よび専攻生の水泳実習 約 1 50名参加
8 6～12 有峰、 大郎山、 三俣連華、 鳥帽子平、 浄土山
等ヘキャ ンプ登山実習、 体育専攻学生のみ参
加
8 4 第一中等教育科の小林章子大学正門前で自動車
事故で死亡
9 日本教育大学北陸地区 第二部会書道科研究協議
会（黒田講堂〉
1 4～15 日本教育大学協会北陸地区 第二部会職業およ
び職業指導科研究協議会 （教育学部）
23 . 24 学部 レクリエー シヨン （妙高高原 池の平保養
所および野尻湖）
｜ 経 済 学 部 ｜
8 職業補導委員 会
8 // 
22 グ
9 5 ij 
7 教務委員会、 教 授 会 （ 8回）
8～ 15日 期末試験
1 9  職業補導委員会
21 教務委員 会、 教授会 ( 9回）人事教 授会
28 教 授 会 （ 1 0回）
29 日本学術会議 第 3部 会 （本学部会議室）
学
8 7 本学部卒業生、 大学院在学生と大学院入学志願
者との懇談会
10 全国大学 準硬式野球大会出場の野球部壮行式
11 全上、 部員、 白山号にて富山駅出発
1 3  全国大学 準硬式野球大会 （於東京神宮球場）
（関西学院大学6 : 0本学部）
旧職員、 梶川米次郎並びに和泉幸吉死去
9 5 夏季休業終了
6 授業開始 教授会
13 教授会
1 8  カリキユ｛ラ ム 委員 会
9 19 講座主任会議
講座主任会議
講座主任会議
昭和 1 1 年 度卒業生一行来部秩分の日 北陸、 甲 信越薬学大会（於新潟市）秋の ν ク リ エ ー ジ ョ ン実施 （姫川温泉）教授会、 3 年次前期々 末試験 （1 0月2日まで〉
国公立大学薬学部（科）長 会議 （於、 東京大学）国立新制 6大学薬学部長会議 （東京）
28 
29 
｜ 附 属 図 書 舘 ！
8 5 第 2回図書館商議会
8 . 31～9 .  1 北信地区国立大学図書館協議会
9 1 6  新館長の 発令
教育学部教 授 山 本 健 麿
9 30 第 3回図書館商議会
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工 学 部 野 路 末 吉
文理学部 上 野 英 雄
彦平
弘夫
重直
茂
谷滝
田村
大岩
田
部大学短育営 教経
経済学部 山 本 英 治
学 生 部 山 本 昭 子
新規採用者
文理学部 南 部 睦 （化学、 助手）
。 松 井 巌 （ドイツ文学、 助手）
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ウ ィ ー ン の 印 象
工学部教 授 養 田 実
6 月18日から1週間 ウ イ ｛ ンの王宮ホツ フ 7・Jレグ （Hof
- 1 8 ー
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こ と で も あ る が）
ウ ィ ー ン の 市内電車の赤色は全 く 美 し く て印 象的であ る
こ う い う 赤色はそ う ど こ に も 見かけ ら れない。 例えば こ う
い う 赤色だ と い っ て 我々 の 周 囲に沢山 あ る 赤色 を も っ て 来
て 示す こ と が殆 ど出来ない位に美し し 、。 こ れが、 街路樹の
緑 と 一緒になって ウ ィ ー ン の 街を一層美 し く し て い る よ う
だ。 東京の電車の よ う にせわ し く 走 らずに 木製の シ ー ト の
小 さ な こ の赤い電車はゆ っ く り と そ し て狭レ路地の 中 に も
ス ル ス ル と 滑 る よ う に走っ て ゆ く 。 運転手 も 大低爺 さ ん婆
さ ん達であ る 。
こ う い う の どかな ウ ィ ー ン そ し て オ ー ス ト リ ー 、 ス イ ス
に決 し て劣 ら な い程の美 し い 国であ る こ と が、 それでい て
L D 法 と か鋼の連続鋳造法 と か世界の最尖端をゆ く 工業の
口 火を切った り す る の であ る か ら 興味深い。一一尤 も λ イ
ス に も ヨ ー ロ ツ パ第一 と 称せ られ る 鋳物工場があった り す
る の で あ る が一一ー
幸Z
-bL叫 を会場に し て 国r矧 物会議が聞かれた o 世界各国 ｜
か ら 1 . 000 人余 り の参加者が実って 数会場に分れて行われ
た。 日 本か ら は 1 5 名 、 そ の う ち 大学関係者は東大 、 京大、
東工 大、 早大 と 富山大の小生 と の 5 人で他は会社関係、の人
ウ ィ ー ン い る 日 本人は60 名 程でそ の う ち の大部分は音楽
を 勉強に来てい る 人達で、 他は原子力 （国際原子力機関 I
A E  Aが ウ ィ ー ン におかれて い る ） の関係者か ウ ィ ー ン 大
学に他の専門で研究に 来 て い る 人達であ る 。 大使館員は7
人程の世帯でやっ て い る 。
国際会議で、世話 し た国立オ ペ ラ の 見物 を 中 途で出てか ら
1 人で レ ス ト ラ ン で食事を し て いた時偶然大学関係の 日 本
人 2 人に出会っ て 、 そ の 夜 の 日 本人会に案 内 さ れた。 グ リ
ン ツ イ ン と い う ウ ィ ー ン郊外 の飲み屋街だが 日 本で想像す
る 飲み屋街 と 違っ て ネ オ ン も なければ看板 も ない 。 大 き な
並木の あ る 郊外の高級住宅街を想わせる よ う な と こ ろ で あ
る 。 こ の閑静な暗い酒場に 夜 の 1 0時頃か ら 1 時過 ぎ ま でホ
イ リ ツ ゲ と 呼んでい る 新酒 ワ イ ン を飲み な が ら約30名 の 日
本人 と 歓談す る こ と が出来た。
こ の 中には大学関係者、 原子力関係者 も いたが大部分は
音楽関係者であって、 沢山の美 しいお嬢 さ ん方 と 同席出来
る 日 本人会は こ こ ウ ィ ー ン なれば こ そ であ る と 鼻の下の長
達であ った。 日 本の学会 と 同 じ よ う に バ ラ バ ヲ で、 日 本人
同志が特に一緒に集って行動 し た と い う こ と は なかったが
1 週間 の問には一応 ど こ か し ら で誰れか と 1 回 又は数回
顔が合っ て共に レ ス ト ヲ ン fこ入った り す る 機会があった。
欧州、1は涼 し い と い う 話で合服 を 主に し て過すつ も り で行
っ た と こ ろ が 、 今年は異状な 暑 さ で合服 ど こ ろ か夏服 さ え
暑 く て上衣をぬいで歩 く 始末だった。 そ のた めパ ン ケ ッ ト
の 夜だけ無理 し て汗だ く に な っ て黒の 合服を着た以外は全
く 手 を 通 さ す、 結局後で デユ ツ セ ル v yレ プ （ D usseldorf) 
か ら 日 本へ送 り 返え し て し ま った。
そ んな こ と で70 日 閣 の 旅行は羽田 を発つな り の夏服 と テ
ト ロ ン の シ ャ ツ 2 枚だけの着た き り ス ズ メ で、 新し 、 、 シ ャ
ツ 、 下着類の い く つか も 結局全 く 手 を つ け ずに世界の各地
を持ち歩いて再び 日 本に も 帰へ る よ う な結果にっ た 。
私の姓を ロ ー マ 字 で、書 く と Y OD A と い う こ と に な る が
戦後ずっ と Y O H D  A を 自 分の好みで 使い馴れてい る の で
特に事務の方に頼ん で こ れで進めて貰 う こ と が出来て良い
こ と を し た。 ヘ ボ ン 式 と か何式 と か云つ で も 結局 ロ ー マ 字
は英語で も 独語で も な い の で欧米人には通用 し な い。 発音
に最 も 近い 向 う の人の読み易い績 り にす る こ と が肝要だ と
い う こ と を現地に行って一層判っ き り した。 そ う でな けれ
ば養 田が ョ ダ に な っ て し ま った り 大矢が オ ヤ に な った り す
る 。 少 し長いT A K A H A S H I と か S A K A K I B A R  
A な ど にな る と 彼等は大低一度にす らす ら と 読む こ と はで
き な し 、。
国際会議の行われたホ ツ フ プ ル グ （旧王宮）
ウ ィ ー ン 大通 り の 一部
そ う な 大使館員の 自 慢話を拝聴 し なが ら一夜の光栄に浴 し
た こ と であったか、 音楽の知識を持ち合せていない こ と が
誠に猫に小判の ウ ィ ー ン と な っ たか も 知れない。
ウ イ ｛ ン の 街は静かで落ちついた と こ ろ であ る 。 ホ ツ フ
プ Jレ グ の 周 辺は美 し い 公園 に なっ て い る が、 沢山並べ ら れ
た ベ ン チ に老若男女が交 々 腰を お ろ し て陽光を楽 し ん でい
る 。 そ の附近には鳩が沢山遊んでいて ス ズ メ ま でが人間の
近 く にやって き て パ ン の 屑 を投げて貰つては嬉 し そ う に食
べて遊んでい る。 誠にの どかな風景であ る 。 （尤 も こ う い
う 光景は他の ヨ ｛ ロ ツ ノ号 、 ア メ リ カ の各地で よ く 見かけた
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